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（１）2020年３月期 第２四半期連結累計期間業績予想値と実績値の差異（2019年４月１日 ～ 2020年９月30日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
四半期純利益

1株当たり
四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想(Ａ) 140,000 650 250 △ 185 △ 7.08

実績値(Ｂ) 138,703 △ 71 323 △ 110 △ 4.23

増減額(Ｂ－Ａ) △ 1,297 △ 721 73 75 -

増減率(%) △ 0.9 － 29.2 － -

（ご参考）前期第2四半期実績
（2019年3月期第2四半期）

166,434 2,575 617 133 5.12

差異の理由

（２）2020年３月期 通期連結業績予想数値の修正（2019年４月１日 ～ 2020年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想(Ａ) 291,500 4,000 3,150 1,750 66.96

今回修正予想(Ｂ) 285,000 2,900 2,800 1,350 51.65

増減額(Ｂ－Ａ) △ 6,500 △ 1,100 △ 350 △ 400 -

増減率(%) △ 2.2 △ 27.5 △ 11.1 △ 22.9 -

（ご参考）前期実績
（2019年3月期）

326,694 5,048 3,020 1,636 62.61

以　上

業績予想修正の理由
　売上高は、上期から続く設備投資抑制の影響により、産業機器やレーザ機器、産業機器向け半導体などの需要の減少が
見込まれることから、前回発表予想を下回る見通しです。利益面では、売上高の減少に加え、第２四半期連結累計期間ま
での為替変動による影響を踏まえ、上記の通り修正いたします。

（注）上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。
　　　実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

　売上高は、設備投資抑制の影響で産業機器の需要が減少したほか、航空宇宙機器の売上も減少したことにより、前回予
想を下回りました。また営業利益は、売上高の減少要因に加え、期中の円高進行で円ベースの売上総利益が減少したた
め、前回予想を下回りました。一方で、為替変動による外貨建ての債務や借入金の決済差益など為替差益987百万円を計
上したことから、経常利益および親会社株主に帰属する四半期純利益は前回予想を若干上回りました。

2019年10月31日

丸 文 株 式 会 社

第２四半期業績予想と実績との差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ

　2019年５月10日に公表した2020年３月期第２四半期連結累計期間業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じました
のでお知らせいたします。また、2020年３月期通期業績予想を修正いたしましたので下記の通りお知らせいたします。

記


